
別記様式第１８号（第１３条関係）

事 業 実 績 書

団体名 名田島自治会連合会

１ 総括

２ 事業内容

（１）協議会運営

事業費

（事務員等の雇用人数） 事務局員：2名（1名はH23.3月から雇用）

（運営費の主な内容） 事務局人件費、事務費

事務局の （成果・評価） 年間を通じて滞りなく事務局運営を行った。

運営体制 （今後に向けて）

来年度から事務局長を配置し、自治会諸活動に関する住民からの要望に迅速・確実

に対応できる体制強化を図ることとしている。

（２）地域振興

事業名

事業費

（実施内容） 広報紙「田園」発行、広報用備品の充実

（実施時期） 平成22年6月～平成23年3月

事業概要 （成果）

（評価） 自治会連合会の活動内容について一定の周知ができた。

（今後に向けて） 読みやすい資料となるよう、さらに工夫していきたい。

事業名

事業費

（イベント名） （実施時期） （参加人数）

地区民体育大会4月29日 名田島地域住民の多くが参加

ふるさとまつり 11月21日 1,0000名

事業概要 田園マラソン 2月20日 900名（参加登録583人、ボランティア、応援等）

田園朝市 5月3日・12月26日

（成果・評価） 地域住民や地区外の方々が参加するイベントを大いに盛り上げること

ができ、ボランティアとして活動する住民の負担軽減につながった。

（今後に向けて） 今後とも地域住民あげてのイベントを盛り上げ、地区外へのＰＲに努めて

いきたい。

1,448,707

地域イベント補助金

637,697

広報活動

521,625

交付金による事業の成果として、まず、これまで当地区において実績のなかった法定外公共物整備事
業の実施により、地域住民の環境整備に対する意識が高まったことが挙げられる。次に、継続的に実施し
ている防災訓練の際、専門講師による講演会を開催し、地域防災の重要性を再認識することができた。
そして、ふるさとマップ作成は、国体来訪者へのＰＲとともに、地域住民がふるさと名田島を再発見する機
会ともなった。

田園発行部数600部×2回、活動報告地区回覧×12回
ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ・ﾋﾞﾃﾞｵ・編集用ﾊﾟｿｺﾝ購入による住民への活動内容の周知



事業名

事業費

（実施内容） 奨励花の育成に必要な資材の支援（国体交付金を上回るもの）

（実施時期） 平成22年7月～平成23年1月

事業概要 （成果・評価） 全地区に育成をお願いすることで、国体への関心が高まった。

（今後に向けて） 成年女子バレーボールが地元で開催されるため、住民が一丸となり

おもてなしをしたい。

（３）地域福祉

事業名

事業費

（実施内容）

（実施時期） 平成23年1月10日

事業概要 （参加人数） 100名

（成果・評価） どんど焼きをＰＴＡが担当、もちづくりを子どもたちが担当し、できた

お餅を独居老人宅に配布するなど、三世代交流を図ることができた。

（今後に向けて） この行事を楽しみにしているお年寄りや子どもたちのために、今後も

支援を続けたい。

事業名

事業費

（実施内容） 老朽化した地元団体が利用するイス購入補助（社会福祉協議会と共同）

独居老人宅訪問事業支援（ぬり絵購入）

事業概要 （実施時期） 平成23年2月

（成果・評価） 足・ひざが悪く正座できない人に喜ばれている。

ぬり絵を活用した交流が好評であった。

（今後に向けて） 利用者全員に行き届いていないため徐々に数を増やしたい。

（４）安心・安全

事業名

事業費

（実施内容） 河川や池沼などの危険箇所に設置された看板の建替え

子どもたちの下校を見守る隊員への謝礼

（実施時期） 5月、3月

事業概要 （成果・評価） 見守り隊の下校時の立哨活動により、子どもたちとの交流、防犯意識

の醸成を図っている。また、見守り隊発足から5年が経過したため、

これまで活動に参加された方々に謝礼として記念品を贈った。

（今後に向けて） これからも支援を続けていきたい。

世代間交流事業

ふれあい・いきいきサロン活動

91,115

子ども見守り隊活動

どんど焼き、もちつき、七草七穀物がゆ

40,232

70,000

山口国体花いっぱい運動支援

23,086



事業名

事業費

（実施内容） 地産地消研修視察（福岡県大木町）

（実施時期） 11月5日

事業概要 （参加人数） 39名

（成果・評価） 生活廃棄物から精製される液肥を肥料とした野菜や加工品を販売する

施設を視察し、名田島との比較、今後の地産地消に向けたアンケートに

より、ゴミの分別、食の安全、名田島ブランドについて研究する機会を

提供できた。

（今後に向けて） アンケート結果を今後の地域づくりに活用したい。

行政で施設が建設されれば精製された肥料を活用したい。

事業名

事業費

（実施内容） 防災訓練（避難・炊き出し・通報、講演会）、土のうづくり、防火訓練

（実施時期・参加人数） 8月29日 116名

事業概要 （成果・評価） 避難訓練で情報伝達の所要時間が判明し、いざという時に役立つ

情報を得ることができた。

（今後に向けて） 防災意識を高め災害に備えることが急務であり、地域全体の課題として

今後も取り組んでいきたい。

事業名

事業費

（実施内容） 防犯タスキの配布（300枚）、反射鏡の設置（3基）

（実施時期） 6月3日、2～3月

事業概要 （成果・評価） 夜間の歩行者の安全確保、車の通行時の危険回避。

（今後に向けて） 見通しの悪い交差点の反射鏡を増やしたい。

事業名

事業費

（実施内容） 危険箇所での魚釣り禁止看板の設置

（実施時期） 5月24日

事業概要 （成果・評価） 狭い橋の上での魚釣りがなくなり、車の通行がスムースになった。

（今後に向けて） 危険箇所をみつけて対処していきたい。

交通安全運動

防災訓練

80,721

食の安全・安心

202,365

165,000

集落見守り活動

8,400



事業名

事業費

（実施内容） 炊き出し器材の保管棚・土のうづくりのための道具の購入

（実施時期） 7月・2月

事業概要 （成果・評価） 防災用具の整理ができ使用しやすくなった。

土のうづくりの時間が短縮できた。

（今後に向けて） 災害時の「備え」をますます充実していきたい。

（５）環境づくり

事業名

事業費

（実施内容） 生活用道路の拡幅（水路蓋掛け）

（実施時期） 12月21日

事業概要 （成果・評価） 脱輪が多発していた県道に接する法定外道路が拡幅され、

通行がスムーズになった。

（今後に向けて） 要望に応じて今後も取り組んでいきたい。

事業名

事業費

（実施内容） 農業用道路の舗装、農業用水路の改修

（成果・評価） 舗装により農業用車両等の通行がしやすくなった。

事業概要 水路改修により農作業の効率化・災害防止に役立った。

（今後に向けて） 要望に応じて今後も取り組んでいきたい。

事業名

事業費

（実施内容） 13地区それぞれの市道清掃活動に係る実費補助

（実施時期） 4月～3月

事業概要 （参加人数） 単位自治会（13地区） 延べ632名

（成果・評価） 草刈等により、水はけ・見通しがよくなった。

（今後に向けて） 継続することで地域全体の環境美化につなげていきたい。

土木工事（法定外公共物）

道路環境美化

144,091

土木工事（単市土地改良）

1,232,000

500,000

防災設備の充実

500,000



事業名

事業費

（実施内容） 市道以外の草刈、雑木・竹伐採、土砂撤去に係る実費補助

（実施時期） 年3回

事業概要 （参加人数） 延べ60名

（成果・評価） 草刈等により、水はけ・見通しがよくなった。

（今後に向けて） 継続することで地域全体の環境美化につなげていきたい。

（６）地域個性創出

事業名

事業費

（実施内容） 国体の来訪者へのPRと地域資源再発見を目的としたふるさとマップ作成

（完成時期） 4月～3月

事業概要 （成果・評価） あまり知られていない名所・旧跡を掲載したマップを国体等で配布する

予定。来訪者・他地区へのPR効果に期待している。

また、地区民に名田島のよさを再認識してもらうことができる。

（今後に向けて） 配布方法を工夫して少しでも名田島のPRに役立てたい。

（注） 事業概要の欄には、事業の目的、事業内容、実施時期、参加者数等の項目で概要を記載し
てください。

ふるさと探訪マップづくり

130,000

環境美化運動

221,348


